




⒍　こんな時はすぐ病院へ

吐　き　気 目　ま　い

皮膚のびらん 転　　倒
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⒎　農薬の保管

　散布したあとの薬剤はフタをきちんとして、

数をたしかめ、鍵のかかる農薬専用保管庫に入れて

おくようにしましょう。

　子供の手の届くところには、絶対に置かない

ように注意しましょう。

　農薬を他のビンに移し替えるのは危険です。

子供が間違えて飲んだ例があります。かならず

その薬名の書いてある容器に入れて置いて下さい。

⒏　農薬容器、廃液の処理について
①　紙製袋について
◎　一般廃棄物の場合

　・使用済みの紙袋の内部に農薬が付着していないことを確認してください。

　・町、または廃棄物処理業者に処理を委託します。

◎　アルミラミネートなどコーティング加工したもの（混合物に該当）

　・事前に町に確認して下さい。

　・町で対応出来ない場合は、廃棄物処理業者に処理を委託します。

②　ポリ製、ガラス製等の容器について（産業廃棄物に該当）
　・水で3回洗浄（洗浄後は、散布液に注ぐこと）して下さい。

　・産業廃棄物処理業者に処理を委託します。

空容器を野焼きすること、または山林等に投棄することは
禁じられています。

必ず専用保管庫へ

ほかのビンに移しかえない
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8　牧草地におけるコガネムシ幼虫の食害と対策（日高地域農業技術支援会議作成資料より）

1 牧草地に発生するコガネムシ
牧草地に発生するコガネムシは下記 4種類が確認されていますが、主に下の写真の 2種類による被害が

多くなっています。

スジコガネ ツヤコガネ

種　類 成虫の加害植物 幼虫の加害植物 世　代 牧草地における
重要度

スジコガネ 針葉樹の葉 各種農作物・苗木の根 4年に 1回 大

ツヤコガネ 広葉樹の葉 各種農作物・苗木の根 4年に 1回 大

ナガチャコガネ 各種植物の葉 苗木・茶・ハスカップ・牧草等の根 1年に 1回 小

マメコガネ 各種植物の葉 イネ科牧草・野草等の根 3年に 1回 小

2 北海道におけるスジコガネ・ツヤコガネの一生
卵・幼虫期間・蛹期間は、土中（深土 5cm前後）で 4年間過ごします。成虫は地上に出て、草地近隣

の樹木で交尾します。

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

1 年目

2年目

3年目

4年目
（1年目）

コガネムシの幼虫は 3齢幼虫（産卵から 3年目）が最も食欲旺盛であり、この時期の牧草地被害が深刻

となります。次年度春先から蛹になるまで再度被害が発生する場合もあります。

成虫 卵 １齢幼虫

１齢幼虫 ２齢幼虫 ３齢幼虫

３齢幼虫

３齢幼虫 蛹 成虫

採食量最多
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3 根茎剥離が生じる密度
2 齢幼虫の場合は、200頭／㎡以上、3齢幼虫の場合は、150頭／㎡以上となっています。

幼虫の食害とカラス等にほじくられた草地 土中の幼虫密度

4 これまでの調査で考えられる防除対策

対　象 内　容 防除効果

土壌中の幼虫密度抑制対策

《被害の激しい部分の耕起》
3齢幼虫位の大きさになると、パワーハローやロー
タリーによる損傷で死ぬと考えられる。但し殺傷率
は 1回 20％程度。
施工時期としては冬期間土中深く潜ってしまうこ
とから 6月上旬～10 月中旬までが望ましい。草地更
新をする場合、幼虫の摂食終了後（根茎剥離が見ら
れた翌年の 7月中旬頃）実施するのが望ましい。

○～△

蛹の密度抑制

蛹期間は胴体が柔らかく傷つきやすい時期である。
また、個体を地表表面に出すだけでも殺傷効果があ
る（更新及び表土撹拌）。
被害があった翌年の 6月下旬から 7月中旬頃（蛹
期間は約 2～ 3週間）。
タイミングが難しいが、可能であれば殺虫効果が
高い。

○
現地未実証

成虫の産卵抑制
誘殺灯（エコ虫トラップ等）による捕殺 設置経費
がかかるが効果あり。
※誘引後の殺虫対策について検討が必要。

○～△

その他
《被害が少ないほ場》
パッチ状に部分的に食害が見られるほ場は部分耕
起・整地後追播する。

○：現実的な対策　△：更に検討を要する対策
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